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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 2

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 8

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：  

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3 11
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 6 12
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 8  

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 9

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 3
2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　□2.同程度　□4.低下 番号： 2
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□5.低下 番号： 2
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□6.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

担当者名： FAX：

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

担当者名： FAX：

（概要）

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

1

1-2-2.河川／河川維持工分類

鉄建建設㈱・東洋電化工業㈱

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-060007-A、KT-010106 準一般工事

活用の効果

礫間浄化工法（曝気付）
-1.38%
0.00%

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 自然循環方式水処理システム
収受受付年月日 平成18年11月22日

変更受付年月日

ｱﾝﾓﾆｱ態窒素の除去や窒素、リンの除去が可能な水質浄化
システム

開発年

登録番号 評価結果

関東地方整備局 2006/04/12、2002/9/6

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

1998年

問合せ先

鉄建建設㈱ 東京都千代田区三崎町２－５－３

土木本部 土木企画部 03-3221-2131

谷﨑　英典 03-3265-3776

鉄建建設株式会社 

登録No. 1257

プラスチック接触ろ材、木炭ろ材、木質ろ材、リン除去資材等を組合わせて配置して、
短時間に多量の浄化処理を必要とする河川浄化や、生活雑排水が流入する集落排水等で
窒素、リンの除去を必要とする場合など、様々な水質条件に対応できる浄化技術です。
河川浄化ではろ材にプラスチック接触ろ材とセラミック複合木炭を用いて汚濁原水を滞
留時間 3.5時間程度でBODを3mg/ι以下まで浄化し、同時にアンモニア態窒素NH4-Nを
100％除去します。集落排水浄化では、滞留時間10～15時間程度でBOD5mg/ι以下まで浄
化し、従来の接触酸化方式の浄化技術では困難なT-P(総リン 50％程度除去)とT-N(総窒
素 40％程度除去)を除去できます。本技術の実績は国内外併せて、既に30件を超えてい
ます。

東京都千代田区三崎町２－５－３

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 技術企画部 03-3221-2243

加古　昌之 03-3239-1685
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自然循環方式水処理システム 登録No. 1257

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(1)

（適用条件）
・適用可能な範囲は、集落排水路や池に近接して配置(河川では河道内にも設置可能)しま
　す。
・窒素、リンの除去を必要とする場合で、集落排水浄化などに適しています。
・現場条件として、ポンプおよび木炭ろ材槽、プラスチックろ材槽で曝気(エアレ－ション)
　を行うので電力供給が可能な場所に設置します。

新技術概要説明資料（２／５）

新技術名称

1) 河川浄化の場合（BOD除去を主とする場合）
・プラスチック接触ろ材とセラミック複合木炭を配置して、原水BOD10～40mg/ιを 3mg/ι以
　下まで浄化し、アンモニア態窒素は90％以上を除去できます。
　プラスチック接触ろ過材は、エアレーション等による目詰まり除去(3ヶ月毎程度)を行うこ
　とで半永久的に使用できます。セラミック複合木炭は、経年10年程度で約10%体積減少しま
　すので、減少分を補充する必要があります。
・礫間浄化に対して、ろ材コストは全体工事費で1.4％程度アップしますが、BODの除去性能
  の向上とアンモニア態窒素の除去が可能になります。
・河川水を利用する池沼やせせらぎ水路などの拠点整備に有効な浄化技術です。
2)集落排水浄化の場合（T-P、T-Nの除去を必要とする場合）
・原水BOD 10～90mg/ιを5mg/ι以下まで浄化し、総リン(T-P)で50～60％、総窒素(T-N)で40
　～50％の除去が可能です。
・下水の3次処理や凝集処理装置と組合わせて畜産排水処理にも適用できます

A-2

【一般的な施工順序】
山止め・掘削⇒　躯体(浄化槽)コンクリ－ト打設(地中埋設のコンクリ－ト構造とし、ろ槽は
仕切壁で区分してろ材を配置します)⇒　浄化槽配管工事(エアレ－ション兼用の逆洗用の配
管設備を設置します)⇒　ろ材充填⇒　電気配線工事(電気設備は水中ポンプ、ブロワを使用
します)⇒　通水試験⇒　浄化施設稼動

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

・施工単価は、標準歩掛を使用します。
・ろ材費は土木工事費に含めます。
・配置するろ材は、2～5種類であり、従来工法に比べろ材コスト(建設コスト)は上昇します
　が、浄化水質の品質は向上します。



登録No. 1257

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

積算資料等

施工管理技術資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1

特許番号
2804708

2000-176489

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 　

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 　

証明機関 証明機関

　

証明範囲 証明範囲

　

新技術概要説明資料（３／５）

新技術名称 自然循環方式水処理システム

A-3

・民家に近接の場合は、揚水や曝気用のモ－タ－等の騒音に対する配慮が必要です。
・軟弱地盤では地盤の補強対策(杭、地盤注入など)が必要です。
・木炭ろ材、木質ろ材をろ槽に配置する場合、ろ材の浮き上がり防止のため上部に20～50cm程
　度(浄化施設の規模により変化)の厚さで砕石を配置します。

・水力、太陽発電などの自然エネルギ－を利用するポンプ、ブロワ－の運転
・消化汚泥の現地処理システムの開発
・柳など河川に生える間伐材等を木炭系ろ材として有効利用

集落排水浄化の大津川浄化機能調査では、BOD 5mg/ι以下間で浄化し、T-P(総リン)50～
60％、T-N(総窒素)で40％程度を除去しました。また、河川浄化の鶴見川浄化実験では、BOD
3mg/ι以下まで浄化し、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素NH4-Nは90％以上を除去しました。

・上野恩賜公園不忍池浄化技術審査検討業務委託報告書(東京都東部緑地公園事務所2002.2)
・鶴見川水質浄化実験実験報告書(自然循環方式水質浄化システム) H15.3河川環境管理財団
・河川浄化施設の硝化性能に関するﾊﾟｲﾛｯﾄﾌﾟﾗﾝﾄ実験 土木学会環境工学研究論文集2003

・静岡県土木工事標準積算基準書、土木工事共通仕様書、電気通信工事共通仕様書、機械設備
　工事共通仕様書、機械設備工事積算実務マニュアル

・静岡県土木工事共通仕様書、土木工事施工管理基準、電気通信設備工事施工管理基準、機械
　設備工事管理基準、環境基本法、水質汚濁防止法、下水道法

　

　

　



A-4

登録No. 1257

実績件数 公共機関： 7 民間：

発　注　者 施工時期

茨城県石岡市
1996/12/30～
1997/07/30

千葉県土木部都市河川
課

2000/04/01～
2001/03/31

岡崎ゴルフ倶楽部
2001/1/10～
2001/06/30

東京都建設局東部緑地
公園事務所

2000/07/01～
2001/01/03

国交省中国地方整備局
岡山河川事務所

2000/10/01～
2001/10/30

千葉県土木部都市河川課
2000/10/01～
2005/03/30

国交省関東地方整備局
京浜河川事務所

2001/08/01～
2002/09/30

日本道路公団四国支社
2004/02/10～
2004/03/15

百間川浄化実験

大柏川浄化施設 0000122010620342W

CORINS登録No.工　事　名

岡崎ゴルフ倶楽部循環水利用施設

高浜地区生活排水路浄化施設

大津川浄化機能調査

不忍池浄化実験

鶴見川浄化実験

自然循環方式水処理システム

新技術概要説明資料（４／５）

施
工
実
績

1

新技術名称

ＪＨ細野トンネル濁水浄化施設



登録No. 1257

新技術概要説明資料（５／５）

新技術名称 自然循環方式水処理システム

A-5

河川浄化タイプのろ材配置 千葉県土木部大柏川浄化施設

鶴見川浄化実験施設のｾﾗﾐｯｸ複合木炭槽 集落排水浄化の場合のろ材配置

茨城県石岡市高浜地区生活排水路浄化施設 愛知県岡崎ゴルフ倶楽部循環水利用施設

 

 

施工中

完成後

浄化状況（左：原水、右：処理水）


